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表１　 性交同意年齢の国際比較

Human Rights Now『10カ国調査研究　性犯
罪に対する処罰　世界ではどうなっているの？』
h t tp : / /h rn .o r . j p /2019 _ sex _c r ime _
comparison/#sec04

日本 13歳⇒16歳

韓国 16歳

ドイツ 14歳

台湾 14歳

フランス 15歳

スウェーデン 15歳

カナダ 16歳

イギリス 16歳

フィンランド 16歳

図１　世界各国の子宮頸がん検診受診率（OECD加盟国における20～69歳の女性）

OECD.Stat　Health Care Utilisation:Screening(Last updated on July 2, 2021.) より作図
https://stats.oecd.org/index.aspx?queryid=30159# (Accessed Sep. 30, 2021) 
調査年は各国によって異なる（2005～2019年）

　
近
年
に
お
け
る
性
犯
罪
を

巡
る
状
況
に
適
切
に
対
処
す

る
た
め
、
「
強
制
性
交
罪
」

「
準
強
制
性
交
罪
」
「
強
制

わ
い
せ
つ
罪
」
「
準
強
制
わ

い
せ
つ
罪
」
を
そ
れ
ぞ
れ
統

合
・
整
理
す
る
と
と
も
に
処

罰
要
件
を
明
確
化
し
、
同
意

の
な
い
性
行
為
を
「
不
同
意

性
交
罪
」
「
不
同
意
わ
い
せ

つ
罪
」
（
２
０
２
３
年
６
月

16
日
成
立
）
へ
と
改
め
た
。

　
処
罰
の
要
件
は
、
暴
行
・

脅
迫
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬

物
・
恐
怖
・
虐
待
・
地
位
・

誤
信
な
ど
を
利
用
し
て
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
」
と
明
確
に
規
定
し
た
。

　
更
に
、
わ
い
せ
つ
目
的
で

子
ど
も
を
手
な
ず
け
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
罪
で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　
性
行
為
へ
の
同
意
を
判
断

で
き
る
と
み
な
す
年
齢
で
あ

る
「
性
交
同
意
年
齢
」
も
見

直
さ
れ
、
「
13
歳
以
上
」
か

ら
先
進
国
と
同
水
準
の
「
16

歳
以
上
」
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
（
表
１
）
。
16
歳
未
満
の

人
へ
性
行
為
・
わ
い
せ
つ
行

為
を
し
た
者
は
、
同
意
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
「
不
同
意

性
交
等
罪
」
「
不
同
意
わ
い

せ
つ
罪
」
と
し
て
処
罰
の
対

象
と
な
る
。
た
だ
し
、
同
年

代
の
恋
愛
ま
で
は
処
罰
の
対

象
外
で
、
13
〜
15
歳
の
場
合

の
処
罰
の
対
象
者
は
「
５
歳

以
上
年
上
の
相
手
」
と
し
て

い
る
。

　
本
会
で
は
、
13
歳
で
は
性

交
や
妊
娠
の
仕
組
み
、
避
妊

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
少
な

い
こ
と
を
危
惧
し
、
性
交
同

意
年
齢
の
引
き
上
げ
を
声
高

に
訴
え
て
き
た
。

　
引
き
上
げ
ら
れ
た
３
歳
を

意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
も
、
義
務
教
育
終
了
ま
で

に
、必
要
な
知
識
を
教
え
、性

交
す
る
・
し
な
い
を
決
め
る
、

避
妊
や
性
感
染
症
予
防
が
自

　
今
年
１
月
に
招
集
さ
れ
た
第
２
１
１
通
常
国
会
が
６
月
21
日
に
閉
会
し
、
「
不
同

意
性
交
罪
」
「
性
交
同
意
年
齢
」
の
引
き
上
げ
な
ど
の
刑
法
改
正
を
含
む
58
法
案
が

成
立
し
た
。
こ
の
間
の
５
月
９
日
に
は
、
経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
が
承
認
さ
れ
、
６

月
26
日
に
は
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
販
売
の
試
験
的
運
用
が
決
ま
る
な
ど
、
こ
の
夏
は

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
を
巡
る

話
題
が
、
熱
く
世
論
を
賑
わ
せ
て
い
る
。

身
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
未
来
を

守
る
こ
と
で
あ
る
―
と
認
識

で
き
る
16
歳
で
い
ら
れ
る
よ

う
啓
発
を
続
け
て
い
き
た

い
。

◇
　
◇
　
◇

　
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
で
の

販
売
に
つ
い
て
「
厚
生
労
働

省
は
、
研
修
を
受
け
た
薬
剤

師
に
よ
る
販
売
の
試
験
運
用

を
決
め
た
」と
文
字
で
見
て
、

耳
で
聞
く
と
、
薬
剤
師
の
研

修
は
必
要
だ
が
「
緊
急
避
妊

薬
が
近
隣
薬
局
で
購
入
で
き

る
、
婦
人
科
受
診
を
し
な
く

て
も
手
軽
に
使
え
る
」
と
誰

し
も
が
思
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。実
際
の
と
こ
ろ
、

試
験
運
用
は
、
全
国
の
指
定

さ
れ
た
薬
局
で
実
施
さ
れ
、

購
入
者
、避
妊
の
結
果
、
妊

不
同
意
性
交
罪
は
、
同
意
な

く
身
体
の
一
部
（
陰
茎
を
除

く
）
や
物
を
挿
入
す
る
行
為

も
対
象
と
な
る
。

　
被
害
に
あ
っ
て
か
ら
す
ぐ

に
訴
え
出
る
の
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
時
効
が
５
年
延
長

さ
れ
、
「
不
同
意
性
交
罪
」

は
10
年
が
15
年
に
、
「
不
同

意
わ
い
せ
つ
罪
」
が
７
年
か

ら
12
年
に
な
っ
た
。
被
害
者

が
18
歳
に
な
る
ま
で
事
実

上
、
時
効
は
適
用
さ
れ
な

い
。

娠
検
査
実
施
の
有
無
、
産
婦

人
科
受
診
の
有
無
、
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
満
足
度
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
承
認
発
売

に
向
け
尽
力
し
て
き
た
本
会

と
し
て
も
、
緊
急
避
妊
薬
の

薬
局
販
売
は
利
用
者
の
ア
ク

セ
ス
を
よ
く
す
る
た
め
に

も
、
早
い
実
現
を
望
ん
で
い

る
が
、
指
定
さ
れ
た
薬
局
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
性
交
後

72
時
間
を
越
え
て
し
ま
わ
な

い
か
？
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
る
か
？
　
そ
の
後
の

　
今
年
５
月
、
経
口
人
工
妊

娠
中
絶
薬
の
製
造
販
売
を
厚

生
労
働
省
が
初
め
て
承
認
し

た
。
９
週
ま
で
の
初
期
の
人

工
妊
娠
中
絶
が
飲
み
薬
で
可

能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
子
宮

の
内
容
物
を
か
き
出
す
掻そ

う

爬は

も
し
く
は
吸
引
に
よ
る
手
術

の
み
だ
っ
た
我
が
国
に
お
い

て
は
、
画
期
的
な
出
来
事
と

い
え
る
。（
詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
４
月
号
既
報www.jfpa.

or.jp/kazokutokenko/
topics/001749.htm

l

）

　
そ
の
他
の
法
案
と
し
て
、

胸
や
尻
な
ど
の
性
的
部
位
や

下
着
姿
な
ど
「
性
的
な
姿

態
」
の
写
真
・
動
画
な
ど
を

無
断
で
撮
影
（
盗
撮
）
し
、

そ
の
記
録
を
提
供
す
る
な
ど

の
行
為
を
処
罰
す
る
「
性
的

姿
態
撮
影
罪
」が
成
立
し
た
。

記
録
の
複
写
を
没
収
・
消
去

す
る
こ
と
も
可
能
と
し
、
被

害
の
発
生
お
よ
び
拡
大
を
防

止
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
性
的
姿
態
撮
影
罪
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

選
手
な
ど
が
声
を
上
げ
て
き

た
だ
け
で
な
く
、
本
会
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
も
、
画
像
に

起
因
す
る
相
談
は
少
数
な
が

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
法
律
が
遅
ま
き
な
が
ら

時
代
に
追
い
つ
い
た
感
が
あ

る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及

し
、
誰
で
も
撮
影
、
配
信
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
便
利
な
機
械
を
、
犯
罪

の
道
具
に
し
な
い
こ
と
は
、

法
律
が
あ
る
か
ら
で
は
な

く
、
文
明
の
社
会
に
生
き
る

者
と
し
て
当
た
り
前
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

　
今
国
会
で
成
立
し
た
こ
れ

ら
の
新
法
は
、
７
月
13
日
に

施
行
さ
れ
る
。

避
妊
指
導
は
？
　
性
犯
罪
被

害
者
の
相
談
は
ど
う
す
る

か
？
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

特
に
当
事
者
に
と
っ
て
負
担

に
な
ら
な
い
か
？
―
な
ど
、

こ
れ
ま
で
緊
急
避
妊
を
求
め

て
受
診
し
た
ユ
ー
ザ
ー
の
様

子
を
思
い
浮
か
べ
る
に
つ

け
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
心
配
に
な
っ
て
い
る
の

が
率
直
な
思
い
で
あ
る
。

　
先
進
国
で
は
、
薬
局
で
簡

単
に
購
入
で
き
る
が
、
例
え

ば
子
宮
頸け

い

が
ん
の
検
診
率
が

高
い
な
ど
婦
人
科
受
診
は
、

緊
急
避
妊
と
は
別
の
と
こ
ろ

で
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

　
「
薬
が
最

適
」
と
飛
び
つ

く
の
で
は
な

く
、
手
術
と
の

違
い
を
理
解

し
、
女
性
自
身

が
自
分
に
合
う

方
法
を
納
得
し

て
決
め
る
選
択

肢
の
一
つ
が
増

え
た
と
捉
え
た

い
。

（
図
１
）。本
会
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
、
緊
急
避
妊
薬
の
処

方
が
、
婦
人
科
デ
ビ
ュ
ー

と
い
う
女
性
が
少
な
く
な

い
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
こ
と
、
薬
局
販

売
が
３
年
経
過
す
る
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
可

能
に
な
る
現
行
法
の
下
、

婦
人
科
を
嫌
う
、
あ
る
い

は
嫌
わ
れ
る
婦
人
科
の
意

識
を
ど
う
変
え
て
い
く
か

な
ど
、
新
た
な
課
題
も
あ

り
、
試
験
的
運
用
の
成
り

行
き
を
注
視
し
た
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
に
関
す
る
制
度
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
一
部
の
意
識
の
高
い

人
の
た
め
で
は
な
く
、
誰

で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ

で
も
、
平
等
に
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
本
会
が

す
べ
き
こ
と
を
全
う
し
た

い
と
改
め
て
思
う
。
（
本

会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
長
　
杉
村
由
香
理
）

「
不
同
意
性
交
罪
」、

「
不
同
意
性
交
罪
」、

「
不
同
意
わ
い
せ
つ
罪
」へ
統
合
・
整
理

「
不
同
意
わ
い
せ
つ
罪
」へ
統
合
・
整
理

「
性
交
同
意
年
齢
」

「
性
交
同
意
年
齢
」

1616
歳
以
上
に
引
き
上
げ

歳
以
上
に
引
き
上
げ

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
は
前
進
す
る
か
？ 

性
犯
罪
に
関
す
る
法
整
備  

性
交
同
意
年
齢  

経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬  

緊
急
避
妊
薬

性
的
な
盗
撮
・
拡
散
は

性
的
な
盗
撮
・
拡
散
は

「
性
的
姿
態
撮
影
罪
」に

「
性
的
姿
態
撮
影
罪
」に

緊
急
避
妊
薬

緊
急
避
妊
薬  

一
部
薬
局
で

一
部
薬
局
で

試
験
的
に
販
売
へ

試
験
的
に
販
売
へ

経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
承
認

経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
承
認

（　）1 （2023年・夏号）創刊 1954年（昭和29年）2023年（令和 5年）7月 1日
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新
宿
区
か
ら
委
託
さ
れ
た

個
別
接
種
施
設
と
し
て
、
主

と
し
て
新
宿
区
の
住
民
を
対

象
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

続
け
て
い
る
。
接
種
日
は
、

予
約
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な

が
ら
、
診
療
日
で
あ
る
火
曜

日
、
金
曜
日
、
第
３
土
曜
日

な
ど
に
限
ら
れ
る
が
、
生
後

６
か
月
か
ら
４
歳
ま
で
46

回
、
５
歳
か
ら
11
歳
23
回
、

12
歳
以
上
３
４
６
回
、
合
計

４
１
５
回
の
接
種
を
無
事
終

了
し
て
い
る
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
の
緊
急
対
応
の

た
め
の
医
療
的
な
準
備
や
紹

介
先
の
確
保
な
ど
を
当
然
行

っ
て
は
い
る
が
、
幸
い
な
こ

と
に
接
種
開
始
以
来
特
段
救

急
を
要
す
る
事
例
を
経
験
し

て
い
な
い
。
11
月
に
は
６
か

月
か
ら
４
歳
児
へ
の
接
種
が

の
来
所
に
際
し
て
、
父
親
の

姿
が
目
立
つ
こ
と
だ
。
父
親

の
育
児
参
加
の
一
端
が
垣
間

見
え
る
よ
う
で
時
代
の
変
化

を
感
じ
取
る
瞬
間
で
も
あ
っ

た
。

　
新
宿
区
か
ら
届
け
ら
れ
る

ワ
ク
チ
ン
を
冷
蔵
庫
か
ら
取

り
出
し
、
接
種
30
分
前
を
目

途
に
生
理
的
食
塩
水
で
希

釈
。
12
歳
以
上
は
１
バ
イ
ア

ル
か
ら
６
人
分
を
注
射
器
に

分
注
。
５
歳
か
ら
11
歳
の
場

合
に
は
、
小
児
用
ワ
ク
チ
ン

を
10
人
分
に
分
け
る
作
業
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
小
さ
な

　
１
９
７
９
年
９
月
か
ら
開

設
し
て
き
た
「
思
春
期
・
Ｆ

Ｐ
（
家
族
計
画
）
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
休
止
し
、
一
昨
年

の
４
月
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
丸

２
年
が
経
過
し
た
（
図

１
）
。
相
談
員
に
と
っ
て

は
、
セ
ン
タ
ー
に
出
勤
す
る

な
り
Ｐ
Ｃ
の
電
源
を
入
れ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
確
認
す
る

の
が
日
課
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
厚
労
省

研
究
班
で
製
作
し
た
『
＃
つ

な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

（https://w
w
w
.jfpa.

or.jp/tsunagarubook/
）

を
通
じ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の

存
在
を
知
っ
た
方
々
か
ら
の

相
談
が
、
２
年
目
と
も
な
る

と
増
え
て
き
て
い
る
。
複
数

回
の
や
り
取
り
は
件
数
に
数

え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

が
、
相
談
総
件
数
５
４
７
件

（
男
性
１
９
４
件
、
女
性
３

５
３
件
）
。
21
年
度
が
３
８

８
件
（
男
性
１
２
４
件
、
女

性
２
６
４
件
）
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
１
５
０
件
ほ
ど
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
概
要
は

以
下
の
通
り
。

　
①
質
問
曜
日
：
日
曜
日

１
６
３
件
で
最
多
。

　
②
未
既
婚
の
別
：
未
婚
が

２
８
５
件
で
99
・
３
％
を
占

め
る
。

　
③
職
業
：
高
校
生
（
２
０

９
件
）
、
中
学
生
（
１
５
５

件
）、大
学
生
（
90
件
）、社
会

人
（
25
件
）、小
学
生
（
24

件
）
の
順
。
仮
に
親
が
電
話

を
か
け
て
き
て
も
、
「
小
学

生
」
に
関
す
る
悩
み
相
談
で

は
、
「
小
学
生
」
に
分
類
さ

れ
る
。

　
④
年
齢
：
15
〜
19
歳
が
３

３
９
件
で
最
多
、
次
い
で
10

〜
14
歳
１
２
８
件
、
20
〜
24

歳
66
件
で
、
20
歳
未
満
が
全

体
の
85
・
９
％
（
男
性
86
・

６
％
、
女
性
85
・
６
％
）
を

占
め
て
い
る
。

　
⑤
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
ど
こ

で
知
っ
た
か
：
イ
ン
タ
ー
ネ

　
手
探
り
で
始
ま
っ
た
一
昨

年
度
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
比

べ
て
、
相
談
員
の
対
応
も
大

分
手
慣
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
２
０
２
０
年
度
の
電
話

相
談
と
22
年
度
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
と
の
比
較
を
試
み
た
。

電
話
相
談
に
つ
い
て
も
同
様

だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
は

〝
な
り
す
ま
し
〞
な
ど
も
想

定
さ
れ
、
特
に
性
別
や
年
齢

な
ど
に
つ
い
て
は
極
め
て
信

ぴ
ょ
う
性
が
低
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
読
み

解
き
が
必
要
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
た
結
果
、

　
①
電
話
に
比
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
は
女
性
か
ら
の
相
談
が

男
性
を
圧
倒
し
て
い
る
。
：

電
話
相
談（
男
性
77
・
７
％
、

女
性
22
・
３
％
）、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談（
男
性
35
・
５
％
、女
性

64
・
５
％
）。総
務
省
情
報
通

信
政
策
研
究
所
が
21
年
８
月

に
発
表
し
た
「
令
和
２
年
度

情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

時
間
と
情
報
行
動
に
関
す
る

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
の
う

ち
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は

女
性
が
幾
分
か
男
性
を
超
え

て
い
る
が（
男
性
88
・
０
％
、

女
性
92
・
７
％
）、本
会
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
の
男
女
比
は
そ
れ

を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

　
②
電
話
に
比
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
は
年
齢
で
も
顕
著
な
違

い
が
認
め
ら
れ
る
。
：
電
話

相
談
の
平
均
年
齢
17
・
２
歳

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
接
種
人
数
が
集
ま
ら

な
い
と
廃
棄
す
る
こ
と
に
な

る
。
国
民
の
税
金
を
無
駄
に

す
る
に
等
し
い
わ
け
で
、
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
廃
棄
を

極
力
回
避
す
べ
く
努
め
て
き

た
が
、
第
８
波
が
収
束
す
る

頃
に
な
る
と
接
種
希
望
者
数

が
激
減
。
わ
が
国
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

ッ
ト
４
０
３
件
、
学
校
32

件
、
そ
の
他
42
件
。
『
＃
つ

な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
も
11
件

と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
回
答
は
男
性

72
・
２
％
、
女
性
74
・
５
％

と
大
差
が
な
か
っ
た
。

　
⑥
相
談
者
は
本
人
が
５
２

６
件
（
男
性
１
８
２
件
、
女

性
３
４
４
件
）
と
最
多
、
次

い
で
母
親
16
件
。

　
⑦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
の
性

別
に
み
た
相
談
内
容
を
表
１

に
ま
と
め
た
。◇

開
始
さ
れ
、
さ
な
が
ら
小
児

科
診
療
施
設
の
よ
う
な
様
相

を
呈
す
る
時
間
も
増
え
た
。

初
回
接
種
で
は
警
戒
心
の
強

か
っ
た
子
ど
も
達

も
、
３
回
の
接
種

で
慣
れ
て
き
た
こ

ろ
に
関
係
が
絶
た

れ
て
し
ま
う
の
が

些い
さ
さか

残
念
な
気
持

ち
で
あ
っ
た
。
子

ど
も
達
の
気
持
ち

を
紛
ら
わ
せ
よ
う

と
、
上
腕
部
を
ア

ル
コ
ー
ル
綿
で
拭

く
際
、
「
冷
た
い

よ
ね
」
と
声
を
掛

け
な
が
ら
一
挙

に
、
し
か
も
短
時

間
で
接
種
す
る
の

が
コ
ツ
と
な
っ

た
。
印
象
深
い
の

は
、
こ
の
年
齢
層

（
男
性
16
・
５
歳
、
女
性

19
・
９
歳
）、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

は
16
・
３
歳
（
男
性
16
・
２

歳
、
女
性
16
・
４
歳
）
で
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
は
女
性
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
齢
を
反
映
し
て
か
、
男
性

で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
高
校
生

（
電
話
53
・
４
％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
40
・
２
％
）、社
会
人
（
電

話
５
・
８
％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

２
・
１
％
）
の
割
合
が
低

く
、
中
学
生
（
電
話
25
・
０

％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
30
・
９
％
）、

小
学
生
（
電
話
２
・
０
％
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
２
・
６
％
）
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
男

女
差
と
同
様
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利

（
41
件
）、月
曜
日
（
１
０
７

件
）、火
曜
日
（
87
件
）、水
曜

日
（
83
件
）、木
曜
日
（
１
０

５
件
）、金
曜
日
（
85
件
）、土

曜
日
（
39
件
）
で
、
電
話
相

談
と
は
異
な
り
、
い
つ
で
も

相
談
を
送
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
回
答
は
、
月
曜
日
が

用
率
を
反
映
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。

　
③
電
話
に
比
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
を
情
報
源
と
し
て
い
る

割
合
が
少
な
い
（
電
話
94
・

２
％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
３
・
７

％
）、一
方
、
「
学
校
」
「
＃

つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
か
ら

が
７
・
９
％
（
電
話
１
・
０

％
）
と
目
立
っ
て
い
る
。

◇

男性
合計 194 100.0%

自慰 41 21.1%
性器 25 12.9%
包茎 22 11.3%

妊娠不安 14 7.2%
性交 12 6.2%
射精 9 4.6%
性欲 8 4.1%

緊急避妊 7 3.6%
二次性徴 6 3.1%
避妊 5 2.6%

精神・心 4 2.1%
不明 4 2.1%
妊娠 3 1.5%

問題行動 3 1.5%
ＳＴＤ 2 1.0%
病気 2 1.0%

男女交際 2 1.0%
ピル 2 1.0%
中絶 0 0.0%
不妊 0 0.0%
近親姦 0 0.0%
夫婦問題 0 0.0%
その他
性知識 9 4.6%

その他 14 7.2%

女性
合計 353 100.0%

月経 47 13.3%
妊娠不安 42 11.9%
緊急避妊 41 11.6%
精神・心 32 9.1%
自慰 22 6.2%
性交 20 5.7%
病気 17 4.8%
ピル 17 4.8%
ＳＴＤ 13 3.7%
性器 11 3.1%
性欲 11 3.1%
避妊 9 2.5%

男女交際 6 1.7%
二次性徴 5 1.4%
問題行動 3 0.8%
近親姦 2 0.6%
妊娠 1 0.3%
不明 1 0.3%
中絶 0 0.0%
不妊 0 0.0%
更年期 0 0.0%
夫婦問題 0 0.0%
その他
性知識 21 5.9%

その他 32 9.1%

表１　LINE相談に寄せられた相談主訴(性別)

　107歳の女性も5回の接種を終えた。初回接種時は106歳。
70代半ばの息子さんとともに接種を求めて来たが、足腰はしっ
かりしていて診察室にもスタスタと入ってくる。106歳の方に初
めて接したこともあり、記念写真を撮らせてもらったが、北村
の膝に手を置きながら「久し振りに男を感じる」と言われた時
には驚かされるだけでなく、微笑ましい気持ちになった。「長
寿の秘訣ここにあり」か。

　クリニックの受付は、診察室の緊張とは無縁の時間です。動
物好きのスタッフとは自然にペットの話で盛り上がります。「カ
メの食事風景が可愛いんです！」とスマホの動画を見せてくれ
る横で「うちのはウサギ」期せずしてウサギとカメが揃ったね
と大笑い。患者さん同士が和気あいあいとコミュニケーション
が取れるのも、思春期クリニックならではの光景です。

エピソード ●１

エピソード ●２

　LINE相談を始めて気付いたことがあります。文字で伝
えることの難しさ、既読が付かないもどかしさを双方で感
じた時や、受診の後押しが必要な場合など、相談員は直
接話せたら、1分もかからないのにと、やきもきしていま
す。耳に残る性的通話や無言電話のストレスからは解放
されたものの、電話とLINEそれぞれに使い方、生かし方が
あるのかもしれません。

エピソード ●３

図１　思春期・FP相談LINEの利用案内

思春期・FP相談LINE

※アカウント名で検索してもでてきません。
＠マークから始まるIDで検索するかQRコードを読み取ってください。
回答時間：月～金／10：00～16：00（祝祭日は休み）

思春期の体についての心配ごとをお寄せください。質問には専門の相談員
が、平日の10時～16時の間に到着順に回答します。

※症状がある場合や急いでる時は、医療機関で受診してください
※個々の症例について診断はできませんのでご留意ください
※本LINE相談については個人が特定できないよう十分に配慮した上で、
　集計分析し本会機関紙などで報告させていただくことがあります。

アカウント名「JFPA思春期・FP相談LINE」

LINE相談やってます！
Line ID　＠183xqhfs

　
既
報
の
通
り
日
本
家
族
計
画
協
会
は
昨
年
10
月
を
も

っ
て
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
に
移
転
。
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
本
年
10
月
末
ま
で
、

市
ヶ
谷
で
相
談
事
業
と
診
療
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
本
会
が
主
婦
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
四
ッ
谷
）
を

開
所
し
た
の
が
１
９
７
８
年
10
月
、
保
健
会
館
別
館
に

「
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
し
た
の
が
84
年
５

月
、
89
年
４
月
に
は
、
市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
保
険
診
療

機
関
と
し
て
認
可
さ
れ
、
現
在
の
保
健
会
館
新
館
（
リ

プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
）
で
の
診
療
を
97
年
11
月
に

開
始
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
会
が
運
営
す
る
診

療
施
設
は
45
年
間
を
も
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
各
種
相
談
事
業
や
研
修
を
中
心
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
は
渋
谷

区
幡
ヶ
谷
に
住
所
を
移
し
て
活
動
を
継
続
す
る
。

　
今
号
で
は
、
２
０
２
２
年
度
も
主
と
し
て
新
宿
区
の

住
民
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
ワ
ク
チ

ン
接
種
施
設
と
し
て
の
役
割
、
２
年
目
に
入
っ
た
「
思

春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
、
主
と
し
て
経
口
避
妊

薬
（
Ｏ
Ｃ
）
と
緊
急
避
妊
法
（
Ｅ
Ｃ
）
を
テ
ー
マ
に
実

施
し
て
い
る
電
話
相
談
事
業
の
実
績
な
ど
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
わ
が
国
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
を
巡
る
大
き
な
出
来
事
な
ど

を
報
告
し
た
い
。
（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　

杉
村
由
香
理
、
本
会
会
長
　
北
村
邦
夫
）

２
０
２
２
年
度
事
業
実
績
報
告

本
会
家
族
計
画

研
究
セ
ン
タ
ー

６
か
月
か
ら
１
０
７
歳
ま
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス・ワ
ク
チ
ン
を
接
種

漸よ
う
や

く
市
民
権
を
得
た
？ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

電
話
相
談
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
、

そ
の
特
徴
の
違
い
は
？
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１
９
９
６
年
度
か
ら
東
京

都
が
開
始
し
た
「
生
涯
を
通

じ
た
女
性
の
健
康
支
援
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
本
会

が
受
託
し
た
「
東
京
都
不
妊

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
（
現
在
は

「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
03
―
３
２
３
５

―
７
４
５
５
）
。
２
０
２
２

年
度
か
ら
は
、
不
妊
治
療
と

仕
事
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
や
不

妊
治
療
の
保
険
適
用
化
に
伴

い
、
相
談
時
間
を
拡
充
。
従

来
は
火
曜
日
午
前
10
時
か
ら

16
時
に
限
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
19
時
ま
で
。
さ
ら
に
第

３
土
曜
日
の
10
時
か
ら
16
時

を
新
設
。
８
月
は
第
２
土
曜

日
（
13
日
）
・
10
月
は
第
４

土
曜
日
（
22
日
）
に
開
設
し

た
（
図
２
）
。

　
以
下
、
相
談
の
概
要
を
ま

と
め
た
（
表
２
）
。

　
①
開
設
日
数
は
１
年
間
で

61
日
。
相
談
件
数
は
５
３
２

件
（
不
妊
相
談
４
６
６
件
、

不
育
相
談
は
66
件
）

　
②
性
別
：
男
性
79
件
、
女

性
４
５
３
件
。
最
近
で
は
男

性
か
ら
の
相
談
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
③
相
談
内
容
の
あ
ら
ま
し

を
表
に
示
し
た
。
相
談
を
受

け
た
相
談
員
の
判
断
で
、
複

数
の
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入

る
こ
と
が
あ
る
が
、
不
妊
相

談
で
は
「
検
査
・
治
療
に
つ

い
て
」が
最
多
で
１
６
９
件
、

次
い
で
「
家
族
に
関
す
る
こ

と
」
１
４
６
件
が
続
く
。
不

育
相
談
は
「
検
査
・
治
療
に

つ
い
て
」
34
件
、「
不
妊
治
療

と
仕
事
の
両
立
に
つ
い
て
」

27
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
富
士
製
薬
工
業
㈱
か
ら
委

託
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｃ
（
緊
急
避

妊
薬
）
・
Ｏ
Ｃ
（
低
用
量
経

口
避
妊
薬
）
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
03
―
６
２
８
０
―
８
４
０

４
）」を
２
０
１
４
年
７
月
か

ら
開
設
し
て
お
り
、
22
年
３

月
ま
で
に
６
７
８
８
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
22

年
度
の
相
談
実
績
は
３
９
４

件
と
や
や
低
調
で
あ
る
が
、

次
年
度
以
降
、
Ｅ
Ｃ
の
Ｏ
Ｔ

Ｃ
（
薬
局
販
売
）
化
な
ど
が

ス
タ
ー
ト
し
た
際
、
服
用
者

だ
け
で
な
く
薬
剤
師
か
ら
の

相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

整
備
す
る
準
備
を
開
始
し
て

い
る
。
22
年
度
の
概
要
を
以

　
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

が
主
導
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー

に
は
全
国
の
産
婦
人
科
医
と

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ス
タ
ッ
フ
を

対
象
と
し
た
「
女
性
医
療
セ

ミ
ナ
ー
」、避
妊
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
員
向
け
の
「
女
性

保
健
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」、Ｏ
Ｃ

が
承
認
発
売
さ
れ
た
１
９
９

９
年
か
ら
継
続
開
催
し
て
い

る
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
十
二
分
に
施
し
な
が
ら

全
国
８
会
場
で
の
現
地
開
催

に
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
た
Ｓ

Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
を
振
り
返
り

た
い
。幸
運
な
こ
と
に
、参
加

者
か
ら
の
感
染
報
告
は
事
務

局
宛
に
届
い
て
は
い
な
い
。

　
２
０
２
２
年
度
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
１
７
９
〜

１
８
６
回
を
開
催
。
「
女
性

活
躍
を
応
援
す
る
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、「
女
性
活
躍
を

阻
害
す
る
要
因
と
は
何

か
？
」
「
女
性
活
躍
を
可
能

に
す
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
製

剤
」
「
女
性
活
躍
を
応
援
す

る
性
教
育
の
実
践
」。こ
の
セ

ミ
ナ
ー
を
通
し
て
「
女
性
活

躍
と
は
い
っ
た
い
何
か
？
」

に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
22
年

そ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に

一
喜
一
憂
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
で
し

ょ
う
か
。
日
本
の
順

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
。
Ｅ
Ｃ

の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
を
審
議
す
る
第

20
回
医
療
用
か
ら
要
指
導
・

一
般
用
へ
の
転
用
に
関
す
る

評
価
検
討
会
議
（
２
０
２
３

年
４
月
28
日
）
に
、
本
会
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
緊
急
避
妊
外
来

受
診
者
の
傾
向
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
個
人
情
報
保
護
の
制

約
か
ら
詳
細
を
紹
介
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
「
Ｅ
Ｃ

服
用
の
背
後
に
同
意
の
な
い

性
交
あ
り
」
を
実
感
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
「
性
交
の
た

び
に
、
Ｅ
Ｃ
を
飲
む
よ
う
に

渡
さ
れ
だ
ら
だ
ら
出
血
が
続

き
、
駆
け
込
ん
で
き
た
女

性
」「
飲
み
物
に
睡
眠
剤
を
入

れ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
デ
ー
ト

レ
イ
プ
」
な
ど
。
診
療
の
場

で
あ
る
か
ら
こ
そ
知
り
得
た

情
報
を
き
っ
か
け
に
、
Ｅ
Ｃ

服
用
女
性
に
向
け
て
付
き
合

い
方
の
行
動
変
容
を
促
す
こ

と
が
で
き
た
が
、
果
た
し
て

薬
局
の
窓
口
で
可
能
か
、
な

ど
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
今
後
は
、
従
来
に
も
増

し
て
薬
剤
師
と
の
有
機
的
な

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
悲
願
で
あ
っ
た
経
口
人
工

妊
娠
中
絶
薬
に
つ
い
て
も
大

き
な
動
き
が
起
こ
っ
て
い

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 全体
開設日数 5 5 5 5 6 5 5 6 5 5 5 4 61
相談人数 38 53 35 41 44 41 29 43 38 43 35 26 466
男性 11 5 4 6 7 8 5 7 8 8 4 1 74
女性 27 48 31 35 37 33 24 36 30 35 31 25 392
相談延件数 66 102 67 67 75 65 45 69 64 69 69 51 809
不妊の原因 2 3 2 2 2 3 1 3 2 2 1 0 23
検査・治療について 17 20 15 15 17 12 7 15 12 14 16 9 169
医療機関の情報について 5 8 6 5 12 6 7 6 7 7 1 2 72
主治医や医療機関に対する不満 1 14 6 4 7 3 0 4 5 1 5 7 57
偏見や無理解による不満 0 3 1 1 1 1 0 2 2 1 3 3 18
家族に関すること 12 15 14 16 12 13 9 13 8 12 14 8 146
費用や助成制度について 11 9 4 5 9 5 3 4 9 9 8 5 81
不妊治療と仕事の両立について 2 5 2 5 4 3 1 2 3 2 2 3 34
その他 16 25 17 14 11 19 17 20 16 21 19 14 209

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 全体
開設日数 5 5 5 5 6 5 5 6 5 5 5 4 61
相談人数 8 4 4 13 5 4 5 7 2 7 2 5 66
男性 1 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 5
女性 7 4 4 11 5 4 3 7 2 7 2 5 61
相談延件数 16 6 7 18 9 7 9 15 3 13 5 13 121
不妊の原因 4 1 0 3 1 1 2 3 1 2 0 0 18
検査・治療について 3 0 0 9 2 3 1 5 2 5 1 3 34
医療機関の情報について 2 0 3 1 1 2 1 1 0 1 0 4 16
主治医や医療機関に対する不満 2 0 1 0 0 0 0 2 0 1 0 1 7
偏見や無理解による不満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
家族に関すること 2 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 6
費用や助成制度について 0 0 2 0 1 1 2 3 0 0 1 2 12
不妊治療と仕事の両立について 3 5 1 4 4 0 2 0 0 4 3 1 27
その他 5 5 5 5 6 5 5 6 5 5 5 4 61

表２ 〈不妊相談〉

〈不育相談〉

表３「 2022年度EC・OCヘルプデスク」
年代別の相談内容上位10項目

　
２
０
２
２
年
度
、
東
京
都

の
依
頼
に
よ
っ
て
、
不
妊
・

不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
「
相
談
エ
ッ

セ
イ
」
が
連
載
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局

妊
活
課
「
妊
活
支
援
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
（https://

w
w
w
.ninkatsuka.

m
etro.tokyo.lg.jp/

）
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
実
際

に
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
る

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

エ
ッ
セ
イ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
一
読
の
価
値
が
あ
る
。
都

民
か
ら
の
高
い
評
価
を
得
て

い
る
と
と
も
に
、
こ
の
エ
ッ

セ
イ
を
目
に
し
た
方
か
ら
の

相
談
が
届
い
て
い
る
。「
相
談

エ
ッ
セ
イ
」
の
各
回
タ
イ
ト

ル
は
以
下
の
通
り
。

【
第
１
回
】
不
妊
・
不
育
は

繊
細
な
喪
失
体
験
。
心
へ
の

い
た
わ
り
、
大
切
で
す
。

【
第
２
回
】
治
療
へ
の
初
め

の
一
歩
〜
医
療
機
関
探
し
に

つ
い
て
〜

【
第
３
回
】
不
妊
治
療
と
仕

事
と
の
両
立
〜
仕
事
を
続
け

る
べ
き
か
、
辞
め
る
べ
き
か

【
第
４
回
】
夫
婦
が
試
さ
れ

る
時
―
不
妊
と
い
う
ハ
ー
ド

ル【
第
５
回
】
声
を
上
げ
に
く

い
「
２
人
目
不
妊
」

【
第
６
回
】
不
妊
・
不
育
に

絡
め
と
ら
れ
な
い
で 

あ
な

た
自
身
を
大
切
に（
最
終
回
）

全体 20歳
未満

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

合計 394 16 86 103 79 54 37
飲み忘れた
場合の対処 23.4% 6.3% 24.4% 30.1% 13.9% 33.3% 21.6%

服用方法 17.5% 18.8% 11.6% 17.5% 24.1% 20.4% 16.2%
薬物相互作用 11.2% 18.8% 12.8% 6.8% 8.9% 14.8% 2.7%
周期調節 9.9% 6.3% 3.5% 10.7% 13.9% 11.1% 18.9%
避妊効果 7.9% 18.8% 9.3% 6.8% 6.3% 0.0% 8.1%
マイナー
トラブル 7.1% 6.3% 7.0% 9.7% 8.9% 5.6% 2.7%

ピル一般 5.8% 6.3% 10.5% 4.9% 3.8% 5.6% 2.7%
副作用以外
の不安 5.1% 0.0% 5.8% 1.9% 8.9% 3.7% 8.1%

緊急避妊 3.3% 0.0% 7.0% 4.9% 1.3% 1.9% 0.0%
その他 8.9% 18.8% 8.1% 6.8% 10.1% 3.7% 18.9%

治
、
教
育
、
健
康
、
経
済
を

総
合
的
に
評
価
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
30
年
近
く
国
際
機

関
で
の
勤
務
経
験
の
あ
る
講

師
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、

騒
ぎ
過
ぎ
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
は
単
な

る
一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
ず
、

る
。
結
論
を
急
げ
ば
、
23
年

４
月
28
日
に
製
造
販
売
が
承

認
さ
れ
た
の
だ
。
21
年
12
月

に
英
製
薬
会
社
ラ
イ
ン
フ
ァ

ー
マ
が
開
発
し
た
中
絶
薬

「
メ
フ
ィ
ー
ゴ
パ
ッ
ク
」
に

つ
い
て
承
認
を
申
請
。
以

降
、
紆
余
曲
折
を
経
て
承
認

へ
と
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
、
こ
の
薬
剤
を

ど
う
扱
っ
て
い
く
の
か
。
日

本
人
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て

い
く
の
か
。
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。

　
13
年
６
月
に
積
極
的
接
種

勧
奨
が
控
え
ら
れ
て
か
ら
９

年
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子

宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）

に
つ
い
て
は
22
年
４
月
か
ら

積
極
的
接
種
勧
奨
が
再
開
さ

れ
た
。
定
期
接
種
の
機
会
を

逸
し
て
し
ま
っ
た
誕
生
日
が

１
９
９
７
年
４
月
２
日
〜
２

０
０
７
年
４
月
１
日
の
女
性

つ
い
て
も
、
無
料
で
の
接
種

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
９
価
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
『
シ
ル
ガ

ー
ド
９
』
）
に
つ
い
て
も
定

期
接
種
の
対
象
と
な
っ
た
こ

と
も
朗
報
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
わ
が
国
の

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
３
年
度
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
さ
れ
て
更
に
研

鑽
を
積
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
あ
る
。
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
Ｓ
Ｒ
Ｈ
の
課
題

解
決
に
向
け
て
」
。

◇

下
に
ま
と
め
た
（
表
３
）。

　
①
相
談
総
件
数
３
９
４
件

の
う
ち
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
10
時
か
ら
16
時
ま
で
開

設
し
て
い
る
電
話
相
談
だ

が
、
10
時
台
が
最
多
で
１
０

０
件（
25
・
４
％
）。緊
急
避

妊
情
報
な
ど
開
設
時
間
を
待

っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り
の

相
談
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
相
談
者
の
年
齢
は
、
25

〜
29
歳
が
１
０
３
件
（
30
・

１
％
）
で
最
多
。
次
い
で
20

位
が
低
い
の
は
、
女
性
の
政

治
参
加
が
進
ま
な
い
か
ら
で

あ
っ
て
、
他
の
側
面
（
教
育

や
健
康
）
に
関
し
て
は
、
か

な
り
の
上
位
に
位
置
し
ま

す
。
使
わ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
、
ウ
ェ
イ
ト
の
賭
け
方
の

問
題
を
指
摘
す
る
人
も
お
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
ご

っ
た
煮
に
し
た
よ
う
な
数
字

を
使
っ
て
、
日
本
女
性
の
地

位
が
格
段
に
低
い
と
単
純
に

脚
色
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
強

い
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
日

本
に
帰
国
し
て
、
日
本
人
と

は
つ
く
づ
く
、
自
虐
的
に
自

分
た
ち
を
捉
え
る
こ
と
が
好

き
な
民
族
だ
と
感
じ
ま
す
。

す
み
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
私

見
で
す
」

◇

〜
24
歳
86
件
、
30
〜

34
歳
79
件
、
35
〜
39

歳
54
件
で
、
20
歳
代

と
30
歳
代
で
全
体
の

81
・
７
％
を
占
め
、

わ
が
国
に
お
け
る
Ｏ

Ｃ
服
用
者
の
主
た
る

年
齢
が
こ
の
世
代
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

　
③
年
代
別
の
相
談

内
容
に
つ
い
て
表
３

に
ま
と
め
た
。

の
日
本
の

グ
ロ
ー
バ

ル
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ

指
数
（
Ｇ

Ｇ
Ｇ
Ｉ
）

は
、
世
界

１
４
６
カ

国
中
１
１

６
位
。
政

図２『 東京都不妊・不育ホットライン』相談件数の
年度別推移（1997年１月～2023年３月末）

【開設時間】【開設時間】
21年度までは毎週火曜日10時～16時21年度までは毎週火曜日10時～16時
22年度からは毎週火曜日10時～19時、22年度からは毎週火曜日10時～19時、
月１土曜日10時～16時月１土曜日10時～16時

　テーマを「女性活躍を応援す
る」と銘打ったものの、〝活躍〞
の定義をお示ししないままスタ
ートしたSRHセミナー。回を重ね
ながら答えを探していたように思
います。女性特有の体や、社会
の慣習で何かを諦めることがな
い社会の実現を願いつつ、全国
を行脚いたしました。「自分が輝
いている！と自分で思えること」
私が抱く活躍の姿です。

エピソード ●５

　「東京都不妊・不育ホットラ
イン」は圧倒的に女性の利用が
多いのですが、ここ最近、男性
からの相談も散見されるように
なりました。周囲との人間関係、
治療への迷いなど、相談項目ど
れをとっても必ずしも女性特有
ではないのかもしれません。い
ずれにせよ当事者を孤立させな
いことは欠かせない支援であ
り、その一助を担えることはホッ
トラインの誇りでもあります。

エピソード ●４

N=16,318件

「
東
京
都
不
妊・不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

開
設
時
間
を
増
設

「
Ｅ
Ｃ・Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」、

相
談
件
数
は
や
や
低
調

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）を

全
国
８
会
場
で
開
催

わ
が
国
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
？



古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康 2023年（令和 5年）7月 1日（2023年・夏号）

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

第830号（2023年5月1日発行）

・OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈33〉
　OC／LEPは私の道標（勤医協札幌病院産婦人科　西岡利泰）
・ ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わ
け）－〈第62話〉ピルが環境を破壊する？
・ 市谷クリニックへようこそ！
　（東京都不妊・不育ホットライン相談員　赤城惠子）
・【海外情報クリップ】経口避妊薬とオンライン診療―英国
・経口人工妊娠中絶薬、５月正式承認へ―厚労省
・ 世界人口白書2023―80億人の命、無限の可能性：権利と選択の
実現に向けて

第831号（2023年6月1日発行）

・本会家族計画研究センター2022年度事業実績報告
・OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈34〉
　自分と向き合うための手助けとなるOC／LEP
　（津軽保健生活協同組合健生病院副院長　齋藤美貴）
・ ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わ
け）－〈第63話〉「ピルが環境を破壊する？」への反論
・【インタビュー】YELL～エール～〈1〉
　（静岡県・薬剤師／JFPA思春期保健相談士Ⓡ　船津裕子）
・市谷クリニックへようこそ！
　（思春期・FP相談LINE／EC・OCヘルプデスク相談員　來田美鈴）
・【海外情報クリップ】思春期のセックスレスが進むアメリカ
・緊急避妊薬、今夏にも一部薬局で試験的販売へ―厚労省

第832号（2023年7月1日発行）

・職域保健の現場から〈55〉㈱資生堂での産業保健活動
　（ 株式会社資生堂人財本部人財企画室ウェルネスサポートグループ　
岸美代子）

・OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈35〉
　診療現場ではないところでの活動の大切さを知る
　（医療法人赤崎クリニック理事長　赤﨑正佳）
・ ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わ
け）－〈第64話〉武田氏のピル悪玉説にもの申す
・市谷クリニックへようこそ！
　（思春期・FP相談LINE／EC・OCヘルプデスク相談員　東亜紀）
・ 【海外情報クリップ】
　薬局での緊急避妊薬の提供とコンサルテーション―英国　ほか

機関紙「家族と健康」WEB版 第830号～832号（2023年5月号～7月号）

掲載記事一覧掲載記事一覧 ※敬称略

会
社
紹
介

　
㈱
資
生
堂
は
、
日
本
を
代

表
す
る
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
で

す
。１
８
７
２
年
に
創
業
し
、

昨
年
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
国
内
で
約
２
万

４
０
０
０
人
（
グ
ル
ー
プ
会

社
連
結
）、世
界
で
約
４
万
８

０
０
０
人
の
従
業
員
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。「BEAUTY 

INNOVATIONS FOR A 
BETTER W

ORLD

（
美

の
力
で
よ
り
よ
い
世
界
を
）」

を
企
業
使
命
に
掲
げ
、
日
本

初
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指

し
、
美
を
通
じ
て
世
界
中
の

人
々
の
心
と
身
体
に
活
力
と

希
望
を
与
え
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

職
域
接
種
の
実
施

　
私
は
、
２
０
２
１
年
４
月

に
キ
ャ
リ
ア
採
用
で
入
社
し

ま
し
た
。
資
生
堂
グ
ル
ー
プ

　
本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
様
々
な
取
り
組
み
を

ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
株
式
会
社
資
生
堂
本
社
の
健
康
管
理
部
門

に
て
労
働
衛
生
活
動
、
産
業
保
健
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
、
岸
美
代
子
さ
ん
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
職
域
接
種
、
女
性
の
健
康
施
策
、
今
後
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
編
集
部
）

に
は
、
本
社
、
販
売
、
研
究

所
、
生
産
技
術
等
々
多
数
の

事
業
部
門
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
主
に
汐
留
に
あ
る
本
社

部
門
（
従
業
員
約
１
３
０
０

名
）
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

資
生
堂
で
は
、
「
資
生
堂
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
」
と
題
し
た
、
主
に
オ
フ

ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
向
け
の
施
策

と
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
と
リ
モ

ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

活
用
す
る
働
き
方
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　
入
社
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

本
社
従
業
員
は
フ
ル
リ
モ
ー

ト
で
し
た
。
入
社
式
を
含
む

社
内
の
各
種
会
議
や
研
修

は
、
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

健
康
管
理
部
門
の
健
康
相
談

や
復
職
面
談
な
ど
も
、
ほ
と

ん
ど
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
て
い
ま
し
た
。
入
社
間

も
な
く
し
て
印
象
的
だ
っ
た

こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
の
実
施
で
す
。
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

り
、
健
康
管
理
部
門
が
主
体

と
な
り
、
実
施
に
向
け
た
運

用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
中
、
厚
生

労
働
省
と
の
調
整
や
、
接
種

会
場
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
人

員
・
ワ
ク
チ
ン
・
物
品
等
各

種
手
配
、
予
約
シ
ス
テ
ム
調

整
、
社
内
周
知
、
実
際
の
接

種
運
営
等
々
、
通
常
の
産
業

保
健
業
務
を
行
い
な
が
ら
の

実
施
は
、
想
像
以
上
に
膨
大

な
工
程
を
要
し
ま
し
た
。
途

中
、
報
道
に
も
あ
っ
た
ワ
ク

チ
ン
の
異
物
混
入
に
よ
る
リ

ス
ク
対
応
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
が
、
全
国
６
会
場
に
て
、

約
２
万
人
の
方
々
に
接
種
を

実
施
し
ま
し
た
。
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
実
施
し
た
職
域

接
種
は
、
多
く
の
従
業
員
や

ご
家
族
、
接
種
会
場
近
隣
の

他
企
業
の
従
業
員
の
方
々
に

も
ご
利
用
い
た
だ
き
、
こ
の

取
り
組
み
は
社
内
で
も
評
価

さ
れ
、
22
年
に
社
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

女
性
の
健
康
施
策

　
弊
社
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員

構
成
は
、
平
均
年
齢
が
約
41

歳
、８
割
以
上
が
女
性
で
す
。

過
去
に
は
、
産
業
医
や
婦
人

科
専
門
医
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
し

ま
し
た
が
、
継
続
的
・
体
系

的
な
取
り
組
み
が
で
き
て
お

ら
ず
、
単
発
的
な
情
報
提
供

で
終
了
し
て
い
ま
し
た
。
昨

年
、
実
態
把
握
や
課
題
抽
出

等
、
現
状
の
見
直
し
と
検
討

を
重
ね
、
23
年
か
ら
３
か
年

計
画
で
、
１
年
間
を
通
じ
て

一
つ
の
テ
ー
マ
を
重
点
的
に

取
り
上
げ
、
従
業
員
の
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
等
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

部
婦
人
科
専
門
医
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
に
加
え
、
女
性
役
員

に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
ま
た
、
相
談
窓
口
周

知
の
一
環
と
し
て
健
康
管
理

部
門
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
成
し
、
啓
発
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
し
た
女
性
役
員
に
よ

る
更
年
期
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
身
近
な
健
康
に
関
す
る
話

題
を
オ
ー
プ
ン
に
話
す
こ
と

で
、役
員
と
従
業
員
、ま
た
、

参
加
者
同
士
の
交
流
の
機
会

に
も
な
り
大
変
好
評
で
し

た
。
次
回
７
月
、
10
月
と
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。

ま
だ
男
性
従
業
員
の
参
加
が

少
な
く
、性
別
・
役
職
問
わ
ず

よ
り
多
く
の
従
業
員
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
、

管
理
職
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
現
在
検
討
中
で
す
。

今
後
の
活
動
に
向
け
て

　
弊
社
で
は
、
法
令
に
基
づ

く
労
働
衛
生
活
動
の
ほ
か
、

①
生
活
習
慣
、
②
禁
煙
、
③

が
ん
（
治
療
と
就
業
の
両
立

支
援
含
む
）
、
④
女
性
の
健

康
、
⑤
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
、
５
つ
の
健
康
施
策
を
中

心
に
、
産
業
保
健
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
従
業
員
の
職
種
は
、
企
画

事
務
職
、研
究
職
、美
容
職
、

営
業
職
、
生
産
技
術
職
等
あ

り
、働
く
場
所
も
オ
フ
ィ
ス
、

店
頭
、工
場
な
ど
様
々
で
す
。

店
頭
や
工
場
な
ど
多
く
の
従

業
員
は
、コ
ロ
ナ
禍
も
、ま
た

５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
現

在
も
、
感
染
症
対
策
に
細
心

の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
お
客

様
応
対
や
製
造
な
ど
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
職
種
や
部
門
に
よ
っ
て

抱
え
る
健
康
課
題
も
違
い
、

国
内
全
て
の
従
業
員
に
隅
々

ま
で
確
実
に
届
く
健
康
支
援

は
非
常
に
難
し
く
、
正
直
い

ま
だ
手
探
り
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
、
利
便
性
の
高
い

ツ
ー
ル
の
活
用
が
一
気
に
広

が
り
、会
議
、面
談
、セ
ミ
ナ

ー
等
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
ま

た
、
時
代
に
応
じ
て
ワ
ー
ク

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
※
注

１
）や
、最
近
で
は
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ（
※
注
２
）等
々
、

様
々
な
概
念
も
入
り
、
社
会

的
に
も
経
営
視
点
か
ら
も
、

以
前
に
比
べ
よ
り
健
康
へ
の

関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。た
だ
、耳
あ
た

り
の
良
い
言
葉
だ
け
が
一
人

歩
き
し
従
業
員
は
疲
弊
し
て

い
る
、
と
い
っ
た
乖か

い

離り

が
で

き
る
だ
け
な
い
よ
う
に
、
本

当
に
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か

を
振
り
返
り
考
え
込
む
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
昔
、
ま

だ
「
在
宅
勤
務
」
と
い
う
言

葉
す
ら
な
く
、
出
社
が
当
た

り
前
だ
っ
た
こ
ろ
、
先
輩
保

健
師
か
ら
教
わ
っ
た
「
ノ
ー

ト
１
冊
持
っ
て
、
現
場
に
足

を
運
べ
」
と
い
う
言
葉
の
重

要
性
を
、
今
更
な
が
ら
再
認

識
し
て
い
ま
す
。
つ
い
Ｐ
Ｃ

ば
か
り
に
ら
ん
で
、
苦
手
な

Ｉ
Ｔ
を
駆
使
す
る
こ
と
に
翻

弄
さ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
直
接
従
業

員
が
働
く
場
所
に
赴
き
、
個

や
組
織
を
自
ら
の
目
で
確
か

め
る
機
会
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

従
業
員
が
健
康
に
関
し
て
気

　
２
０
２
３
年
５
月
８
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
５
類
感
染
症
へ
変
更
し

た
こ
と
に
伴
い
、
コ
ロ
ナ
禍

の
時
限
的
・
特
例
的
措
置
と

し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療（
非
対
面
診
療
）

の
診
療
報
酬
は
、
７
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
す
る
。
（
３

月
31
日
厚
労
省
事
務
連
絡
）

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
医
療
機

関
が
22
年
度
診
療
報
酬
に
基

づ
き
診
療
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
23
年
８
月
以
降

も
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
う

場
合
は
、
同
７
月
31
日
ま
で

に
「
情
報
通
信
機
器
を
用
い

た
診
療
に
係
る
施
設
基
準
」

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
地

方
厚
生
局
へ
届
け
出
る
こ
と

で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
初
診
・

再
診
が
可
能
と
な
る
。

　
今
年
は
「
私
ら
し
く
、
エ

イ
ジ
ン
グ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
称
し
、
「
更
年
期
」
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
い
ま
す
。
国

の
調
査
や
社
内
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
元
に
着
目
し
た
課
題

は
３
つ
で
す
。
①
「
更
年
期

症
状
・
障
害
」
の
正
し
い
知

識
を
得
る
機
会
が
な
い
こ

と
、
②
不
調
が
あ
っ
て
も
約

８
割
が
我
慢
し
受
診
等
に
至

っ
て
い
な
い
こ
と
、
③
健
康

管
理
部
門
等
、
社
内
外
相
談

窓
口
の
認
知
度
が
低
い
こ
と

で
す
。
ま
た
、
「
更
年
期
」

自
体
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象

が
あ
る
こ
と
も
、
受
診
や
相

談
の
し
づ
ら
さ
を
助
長
す
る

要
因
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
弊
社
産
業
医
や
外

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
身
近
な
専

門
職
に
な
れ
る
よ
う
、
保
健

師
と
し
て
〝
変
わ
ら
な
い
た

め
に
変
わ
り
続
け
る
〞
柔
軟

性
と
成
長
意
識
を
大
切
に
、

他
の
企
画
職
や
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
と
協
働
し
な
が
ら
真し

ん

摯し

に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
注
１
　
仕
事
や
職
務
に
対
す

る
従
業
員
の
情
熱
、
意
欲
、
関

与
の
程
度
を
表
す
概
念
。

※
注
２
　
個
人
が
身
体
的
な
健

康
や
心
理
的
な
幸
福
感
、
社
会

的
な
つ
な
が
り
、
生
活
の
充
実

感
な
ど
、
総
合
的
な
幸
福
と
満

足
感
を
感
じ
る
状
態
。
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